
一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
十
一
月
十
六
日
、
何
如
璋
を
公
使
と

し
、
張
斯
桂
を
副
使
と
す
る
清
国
駐
日
公
使
団
の
一
行
三
十
余
名

は
横
浜
に
到
着
。
以
後
彼
ら
は
近
代
に
お
け
る
第
一
回
の
駐
日
公

使
団
と
し
て
各
種
の
外
交
事
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
公
使
館

各
員
と
日
本
の
諸
分
野
の
名
士
と
の
間
に
交
流
活
動
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
の
医
界
に
お
い
て
清
国
公
使
館
の
賓
客

と
な
っ
た
人
物
に
は
浅
田
宗
伯
・
今
村
了
庵
・
遠
田
澄
庵
・
森
枳

園
・
永
阪
石
棟
・
松
井
操
な
ど
が
い
る
。
そ
の
う
ち
、
と
り
わ
け

浅
田
宗
伯
は
、
頻
繁
に
歴
代
清
国
公
使
お
よ
び
公
使
館
員
と
漢
詩

文
を
唱
和
し
、
書
簡
を
交
す
な
ど
し
て
親
交
を
深
め
、
学
問
と
医

術
の
両
面
に
わ
た
り
在
日
中
国
人
の
高
い
評
価
を
受
け
た
。
以
下

本
報
で
は
、
浅
田
宗
伯
と
清
国
公
使
館
参
賛
官
・
黄
遵
憲
の
交
流

関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

９
浅
田
宗
伯
と
黄
遵
憲

陳
捷

黄
違
憲
（
一
八
四
八
～
一
九
○
五
）
、
字
は
公
度
、
広
東
嘉
応
州
（
広

東
省
梅
県
）
出
身
。
一
八
七
七
年
、
参
賛
官
と
し
て
公
使
何
如
璋
に

随
行
、
来
日
し
た
。
一
八
八
二
年
に
は
日
本
か
ら
米
国
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
総
領
事
に
転
じ
た
。
著
書
に
『
日
本
雑
事
詩
』
が
あ
り
、

日
本
の
歴
史
、
政
治
、
文
化
、
風
習
に
通
じ
た
。
一
八
八
七
年
に

脱
稿
し
た
『
日
本
国
志
」
は
、
彼
の
系
統
的
日
本
研
究
の
集
大
成

で
、
「
数
百
年
来
不
世
出
の
奇
作
」
と
評
価
さ
れ
た
。
『
日
本
雑
事

詩
」
初
版
本
に
収
録
さ
れ
た
第
二
一
二
首
の
「
素
問
残
菱
余
石
置
、

幾
人
抱
古
守
岐
黄
」
の
句
の
自
注
に
は
、
「
今
、
浅
田
宗
伯
あ
り
て

最
も
医
を
知
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
一
方
、
浅
田
宗
伯
が
服
部
甫

庵
に
宛
て
た
手
紙
に
は
「
（
太
素
ハ
）
先
達
テ
松
井
操
ョ
リ
情
公
使

江
相
贈
り
、
彼
国
ニ
テ
モ
殊
ノ
外
珍
重
之
由
、
委
曲
ハ
日
本
雑
事

詩
二
有
之
候
間
、
定
テ
御
承
知
卜
奉
存
候
」
（
五
十
嵐
金
三
郎
編
『
浅

田
宗
伯
耆
簡
害
」
所
収
第
七
三
号
）
、
「
黄
遵
憲
精
学
ノ
人
故
、
決
而
杜

撰
ハ
不
仕
候
」
（
同
書
所
収
第
七
五
号
）
と
い
う
黄
遵
憲
の
詩
に
符
合

す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
日
本
国
志
』
に
は
黄
遵
憲
の
浅

田
宗
伯
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
論
評
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
浅
田

宗
伯
…
…
天
資
豪
爽
、
学
問
該
博
。
凡
そ
医
家
の
言
、
捜
索
貫
穿

す

せ
ざ
る
は
莫
し
。
長
を
取
り
て
短
を
舎
て
、
蓄
積
浸
酒
、
己
に
こ
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つ

れ
有
る
が
若
し
。
其
の
病
を
診
る
や
、
応
変
投
機
、
一
説
に
膠
か

ず
．
：
：
．
」
。

浅
田
宗
伯
の
『
栗
園
遺
稿
」
巻
一
に
は
、
宗
伯
が
黄
遵
憲
に
宛

て
た
文
章
五
通
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
五
種
で

あ
る
。
①
何
如
璋
に
安
井
息
軒
遺
稿
序
文
の
依
頼
の
仲
介
を
請
う
。

②
恵
贈
文
に
対
す
る
感
謝
、
な
ら
び
に
贈
呈
し
た
医
覺
書
目
に
指

正
を
請
う
。
③
新
著
お
よ
び
道
士
巾
の
恵
贈
に
対
す
る
感
謝
、
な

ら
び
に
『
仙
桃
集
』
所
載
詩
の
指
正
お
よ
び
序
文
を
請
う
。
④
『
仙

桃
集
」
へ
の
恵
贈
序
文
に
対
す
る
感
謝
。
⑤
恵
贈
序
文
に
対
す
る

感
謝
。
ま
た
、
黄
遵
憲
が
浅
田
宗
伯
の
著
作
に
対
し
て
寄
せ
た
序

賊
に
は
、
「
先
哲
医
話
賊
」
二
八
七
九
）
、
「
仙
桃
集
序
」
（
一
八
八
○
）
、

「
牛
渚
漫
録
序
」
二
八
八
一
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か

ら
、
浅
田
宗
伯
は
黄
遵
憲
の
療
治
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

両
人
は
文
章
を
通
じ
て
だ
け
で
は
な
く
、
医
者
と
患
者
と
し
て
よ

り
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

明
治
初
年
か
ら
明
治
十
年
代
に
か
け
て
、
日
本
所
伝
の
漢
籍
お

よ
び
準
漢
籍
が
中
国
に
輸
出
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
日
本
漢
方
医

学
が
中
国
に
伝
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
日
本
伝
存
の
医

籍
を
精
力
的
に
購
求
し
た
人
物
に
、
黄
遵
憲
来
日
の
三
年
後
に
清

国
公
使
館
随
員
と
し
て
来
日
し
た
楊
守
敬
が
い
る
。
た
だ
し
、
日

本
医
学
の
歴
史
お
よ
び
実
情
を
中
国
に
紹
介
し
た
人
物
と
い
え

ば
、
や
は
り
黄
遵
憲
の
功
を
第
一
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
日
本
国

志
」
の
中
の
工
芸
志
で
は
、
中
国
医
学
の
日
本
へ
の
伝
播
の
経
緯
、

各
時
代
に
お
け
る
医
学
制
度
の
変
遷
、
日
本
の
代
表
的
医
書
、
医

学
の
流
派
な
ど
が
あ
ま
ね
く
概
括
し
て
あ
る
。
と
く
に
注
意
す
べ

き
は
、
黄
遵
憲
の
記
述
が
そ
の
賞
賛
す
る
と
こ
ろ
の
浅
田
宗
伯
の

「
皇
国
名
医
伝
」
に
負
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
皇
国
名
医
伝
』

（
正
編
お
よ
び
前
編
）
と
『
日
本
国
志
」
を
比
較
す
る
と
、
『
日
本
国

志
』
工
芸
志
の
日
本
医
学
史
に
関
す
る
記
載
は
、
材
料
か
ら
文
章

に
至
る
ま
で
、
相
当
部
分
が
浅
田
宗
伯
の
著
述
に
依
拠
し
て
い
る

こ
と
が
判
然
と
す
る
。
『
皇
国
名
医
伝
前
編
」
は
一
九
三
六
年
に
至

っ
て
中
国
で
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
の
一
部
は
黄
遵
憲
の
『
日

本
国
志
』
に
よ
っ
て
す
で
に
早
く
か
ら
中
国
に
知
ら
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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